
プリオン病におけるMRI診断の有用性と
診断能の向上について 

解 説 
 

1. 本研究では、多施設画像を多観察者で評価を行い、表示条件統一のDWI
の高い有用性を検証した。 

2. DWIにおける基底核及び大脳皮質の高信号がプリオン病診断に有用性
が高いことから、診断能の向上には以下の検討が必要と考えられた。 
1)磁場強度の相違、2)MPGの強度、3)スライス厚 
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今後の方向性 
 DWI高信号の評価の向上 
検討課題 
1)磁場強度の相違 
2)MPGの強度 
3)スライス厚 
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